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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

降圧薬
（中枢性降圧薬）

グアナベンズ メチルドパ

クロニジン

降圧薬
（α遮断薬）

ウラピジル ニセルゴリン

テラゾシン ブナゾシン

ドキサゾシン プラゾシン

降圧薬
（β遮断薬）

アテノロール ビソプロロール

アロチノロール ピンドロール

カルベジロール ブフェトロール

カルテオロール プロプラノロール

セリプロロール ベタキソロール

ソタロール メトプロロール

ナドロール

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン作動薬）

アルプラゾラム ニトラゼパム＊

エスゾピクロン ハロキサゾラム

エスタゾラム フルジアゼパム

エチゾラム フルタゾラム 

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロチアゼパム ブロマゼパム

クロラゼプ ミダゾラム＊

クロルジアゼポキシド メキサゾラム

ジアゼパム＊ メダゼパム

ゾピクロン リルマザホン

ゾルピデム ロフラゼプ

トフィソパム ロラゼパム

トリアゾラム ロルメタゼパム

認知機能低下を引き起こす
可能性のある薬剤一覧１

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

パーキンソン病治療薬
（抗コリン薬） トリヘキシフェニジル ビペリデン

抗うつ薬
（三環系）

アミトリプチリン ドスレピン

アモキサピン トリミプラミン

イミプラミン ノルトリプチリン

クロミプラミン ロフェプラミン

てんかん治療薬
アセチルフェネトライド バルプロ酸ナトリウム

エトスクシミド ビガバトリン

てんかん治療薬

エトトイン フェニトイン

ガバペンチン フェノバルビタール

カルバマゼピン フェンフルラミン

クロナゼパム プリミドン

クロバザム ペランパネル

ジアゼパム＊ ホスフェニトインナトリウム

スチリペントール ミダゾラム＊

スルチアム ラコサミド

ゾニサミド ラモトリギン

トピラマート ルフィナミド

トリメタジオン レベチラセタム

ニトラゼパム＊

抗精神病薬
（フェノチアジン系）

フルフェナジン ペルフェナジン

プロクロルペラジン レボメプロマジン

プロペリシアジン 

抗ヒスタミン薬
（第一世代のみ）

d-クロルフェニラミン シプロヘプタジン

アリメマジン ヒドロキシジン

クレマスチン プロメタジン

ジフェンヒドラミン ホモクロルシクリジン

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム

ヒスタミンH2
受容体拮抗薬

シメチジン ラフチジン

ニザチジン ロキサチジン

ファモチジン

	

１
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＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

降圧薬
（中枢性降圧薬）

グアナベンズ メチルドパ

クロニジン

降圧薬
（α遮断薬）

ウラピジル ニセルゴリン

テラゾシン ブナゾシン

ドキサゾシン プラゾシン

降圧薬
（β遮断薬）

アテノロール ビソプロロール

アロチノロール ピンドロール

カルベジロール ブフェトロール

カルテオロール プロプラノロール

セリプロロール ベタキソロール

ソタロール メトプロロール

ナドロール

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン作動薬）

アルプラゾラム ハロキサゾラム

エスゾピクロン フルジアゼパム

エスタゾラム フルタゾラム

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロラゼプ ブロマゼパム

クロルジアゼポキシド ミダゾラム＊

ジアゼパム＊ メキサゾラム

ゾピクロン メダゼパム

ゾルピデム リルマザホン

トフィソパム ロフラゼプ

トリアゾラム ロラゼパム

ニトラゼパム＊ ロルメタゼパム

めまい・転倒を引き起こす
可能性のある薬剤一覧２

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗うつ薬

アミトリプチリン ノルトリプチリン

アモキサピン パロキセチン

イミプラミン フルボキサミン

エスシタロプラム ベンラファキシン

クロミプラミン ボルチオキセチン

セチプチリン マプロチリン

セルトラリン ミアンセリン

デュロキセチン ミルタザピン

ドスレピン ミルナシプラン

トラゾドン ロフェプラミン

トリミプラミン

てんかん治療薬

アセチルフェネトライド バルプロ酸ナトリウム

エトスクシミド ビガバトリン

エトトイン フェニトイン

ガバペンチン フェノバルビタール

カルバマゼピン フェンフルラミン

クロナゼパム プリミドン

クロバザム ペランパネル

ジアゼパム＊ ホスフェニトインナトリウム

スチリペントール ミダゾラム＊

スルチアム ラコサミド

ゾニサミド ラモトリギン

トピラマート ルフィナミド

トリメタジオン レベチラセタム

ニトラゼパム＊

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗精神病薬

アセナピン パリペリドンパルミチン酸エステル

アリピプラゾール ハロペリドール

アリピプラゾール水和物 ハロペリドールデカン酸エステル

オランザピン フルフェナジン

クエチアピン ブレクスピプラゾール

クロザピン プロクロルペラジンマレイン酸塩

クロルプロマジン プロクロルペラジンメシル酸塩

スルピリド ブロナンセリン

ゾテピン ブロムペリドール

チアプリド ペロスピロン

ドロペリドール リスペリドン

パリペリドン レボメプロマジン

パーキンソン病治療薬
（抗コリン薬） トリヘキシフェニジル ビペリデン

抗ヒスタミン薬
（第一世代のみ）

d-クロルフェニラミン シプロヘプタジン

アリメマジン ヒドロキシジン

クレマスチン プロメタジン

ジフェンヒドラミン ホモクロルシクリジン

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム

ヒスタミンH2
受容体拮抗薬

シメチジン ラフチジン

ニザチジン ロキサチジン

ファモチジン

認知症治療薬 メマンチン

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗精神病薬

アセナピン ハロペリドール

アリピプラゾール ハロペリドールデカン酸エステル

アリピプラゾール水和物 フルフェナジン

オランザピン ブレクスピプラゾール

クエチアピン プロクロルペラジンマレイン酸

クロザピン プロクロルペラジンメシル酸

クロルプロマジン ブロナンセリン

スルピリド ブロムペリドール

ゾテピン ペロスピロン

チアプリド リスペリドン

ドロペリドール レボメプロマジン

パリペリドン ルラシドン

パリペリドンパルミチン酸エステル

認知症治療薬
ガランタミン リバスチグミン

ドネペジル

抗うつ薬

クロミプラミン フルボキサミン

セルトラリン ベンラファキシン

トラゾドン ボルチオキセチン

パロキセチン

消化管機能改善薬
イトプリド メトクロプラミド

ドンペリドン

てんかん治療薬
イミプラミン ラモトリギン

バルプロ酸ナトリウム レベチラセタム

フェニトイン

双極性障害治療薬 炭酸リチウム

錐体外路障害を引き起こす
可能性がある薬剤一覧３

３
　

錐
体
外
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＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

非ステロイド性抗炎症薬
（NSAIDs）

アスピリン ナブメトン

アセメタシン ナプロキセン

アンピロキシカム ピロキシカム

イブプロフェン ブコローム

インドメタシン プラノプロフェン

エテンザミド フルフェナム酸アルミニウム

エトドラク フルルビプロフェン

オキサプロジン プログルメタシン

ザルトプロフェン メフェナム酸

ジクロフェナクナトリウム メロキシカム

スリンダク ロキソプロフェンナトリウム

セレコキシブ ロルノキシカム

チアラミド

便秘薬

カスカラサグラダ ピコスルファートナトリウム

カルメロースナトリウム ヒマシ油

酸化マグネシウム ラクツロース

センノシド ルビプロストン

ナルデメジン

パーキンソン病治療薬
（抗コリン薬） トリヘキシフェニジル ビペリデン

抗うつ薬
（SSRI・SNRI）

エスシタロプラム フルボキサミン

セルトラリン ベンラファキシン

デュロキセチン ミルナシプラン

パロキセチン

ビスホスホネート
アレンドロン ミノドロン

イバンドロン リセドロン

エチドロン

食欲不振を引き起こす
可能性がある薬剤一覧４

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

ビグアナイド ブホルミン メトホルミン

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン
受容体作動薬）

アルプラゾラム ハロキサゾラム

エスゾピクロン フルジアゼパム

エスタゾラム フルタゾラム

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロラゼプ ブロマゼパム

クロルジアゼポキシド ミダゾラム

ジアゼパム メキサゾラム

ゾピクロン メダゼパム

ゾルピデム リルマザホン

トフィソパム ロフラゼプ

トリアゾラム ロラゼパム

ニトラゼパム ロルメタゼパム

抗精神病薬

アセナピン パリペリドンパルミチン酸エステル

アリピプラゾール ハロペリドール

アリピプラゾール水和物 ハロペリドールデカン酸エステル

オランザピン フルフェナジン

クエチアピン ブレクスピプラゾール

クロザピン プロクロルペラジンマレイン酸塩

クロルプロマジン プロクロルペラジンメシル酸塩

スルピリド ブロナンセリン

ゾテピン ブロムペリドール

チアプリド ペロスピロン

ドロペリドール リスペリドン

パリペリドン レボメプロマジン

コリンエステラーゼ
阻害薬

アコチアミド ジスチグミン

アンベノニウム ドネペジル

イトプリド ネオスチグミン

エドロホニウム ピリドスチグミン

ガランタミン リバスチグミン

４
　

食
欲
不
振
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
薬
剤
一
覧

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗精神病薬

アセナピン パリペリドンパルミチン酸エステル

アリピプラゾール ハロペリドール

アリピプラゾール水和物 ハロペリドールデカン酸エステル

オランザピン＊ フルフェナジン

クエチアピン ブレクスピプラゾール

クロザピン＊ プロクロルペラジンマレイン酸＊

クロルプロマジン＊ プロクロルペラジンメシル酸＊

スルピリド ブロナンセリン

ゾテピン ブロムペリドール

チアプリド ペロスピロン

ドロペリドール リスペリドン

パリペリドン レボメプロマジン＊

抗うつ薬

アミトリプチリン＊ ノルトリプチリン＊

アモキサピン＊ パロキセチン

イミプラミン＊ フルボキサミン

エスシタロプラム ベンラファキシン

クロミプラミン＊ ボルチオキセチン

セチプチリンマレイン酸 マプロチリン

セルトラリン ミアンセリン

デュロキセチン ミルタザピン

ドスレピン＊ ミルナシプラン

トラゾドン ロフェプラミン＊

トリミプラミン＊

消化管機能改善薬
イトプリド メトクロプラミド＊

ドンペリドン

嚥下機能低下を引き起こす
可能性がある薬剤一覧５

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン
受容体作動薬）

アルプラゾラム ハロキサゾラム

エスゾピクロン フルジアゼパム

エスタゾラム フルタゾラム

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロラゼプ ブロマゼパム

クロルジアゼポキシド ミダゾラム

ジアゼパム メキサゾラム

ゾピクロン メダゼパム

ゾルピデム リルマザホン

トフィソパム ロフラゼプ

トリアゾラム ロラゼパム

ニトラゼパム ロルメタゼパム

パーキンソン病治療薬
（抗コリン薬） トリヘキシフェニジル＊ ビペリデン＊

ステロイド薬

コルチゾン フルドロコルチゾン

デキサメタゾン プレドニゾロン

トリアムシノロン ベタメタゾン

ヒドロコルチゾン メチルプレドニゾロン

ブデソニド

筋弛緩薬

アフロクアロン チザニジン

エペリゾン バクロフェン

クロルフェネシン メトカルバモール

ダントロレンナトリウム

利尿薬
アゾセミド ヒドロクロロチアジド

トラセミド フロセミド

トリクロルメチアジド ベンチルヒドロクロロチアジド

５
　

嚥
下
機
能
低
下
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
薬
剤
一
覧

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗コリン薬

d-クロルフェニラミン＊ チザニジン

N-メチルスコポラミン チメピジウム

アクリジニウム ドスレピン＊

アコチアミド トリヘキシフェニジル＊

アトロピン トリミプラミン＊

アミトリプチリン＊ トルテロジン

アモキサピン＊ トロピカミド

アリメマジン＊ ニザチジン＊

イプラトロピウム ノルトリプチリン＊

イミダフェナシン パロキセチン

イミプラミン＊ ヒドロキシジン＊

ウメクリジニウム ビペリデン＊

オキシブチニン ピペリデン塩酸塩

オランザピン＊ ピペリドレート

グリコピロニウムトシル酸 ピレンゼピン

グリコピロニウム ピロヘプチン

クレマスチン＊ ファモチジン＊

クロザピン＊ フェソテロジン

クロミプラミン＊ ブチルスコポラミン

クロルプロマジンフェノールフタリン酸 ブトロピウム

クロルプロマジン＊ フルフェナジンマレイン酸

シクロペントラート プロクロルペラジンマレイン酸＊

ジソピラミド プロクロルペラジンメシル酸＊

ジフェンヒドラミン＊ プロパンテリン

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム＊ プロピベリン

シプロヘプタジン＊ プロペリシアジン

シメチジン＊ プロメタジン＊

ソリフェナシン ペルフェナジン

チオトロピウム ペルフェナジンフェンジゾ酸

チキジウム ペルフェナジンマレイン酸

ホモクロルシクリジン＊ レボメプロマジン＊

メトクロプラミド＊ ロキサチジン＊

メペンゾラート ロフェプラミン＊

ラフチジン＊

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗ヒスタミン薬
（第一世代のみ）

d-クロルフェニラミン＊ シプロヘプタジン＊

アリメマジン＊ ヒドロキシジン＊

クレマスチン＊ プロメタジン＊

ジフェンヒドラミン＊ ホモクロルシクリジン＊

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム＊

ヒスタミンH2
受容体拮抗薬

シメチジン＊ ラフチジン＊

ニザチジン＊ ロキサチジン＊

ファモチジン＊

双極性障害治療薬 炭酸リチウム

抗がん剤 すべての内服抗がん剤

５
　

嚥
下
機
能
低
下
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
薬
剤
一
覧

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗精神病薬

アセナピン パリペリドンパルミチン酸エステル

アリピプラゾール ハロペリドール

アリピプラゾール水和物 ハロペリドールデカン酸エステル

オランザピン＊ フルフェナジン

クエチアピン ブレクスピプラゾール

クロザピン＊ プロクロルペラジンマレイン酸＊

クロルプロマジン＊ プロクロルペラジンメシル酸＊

スルピリド ブロナンセリン

ゾテピン ブロムペリドール

チアプリド ペロスピロン

ドロペリドール リスペリドン

パリペリドン レボメプロマジン＊

抗うつ薬

アミトリプチリン＊ ノルトリプチリン＊

アモキサピン＊ パロキセチン

イミプラミン＊ フルボキサミン

エスシタロプラムシュウ酸 ベンラファキシン

塩酸デュロキセチン ボルチオキセチン

クロミプラミン＊ マプロチリン

セチプチリン ミアンセリン

セルトラリン ミルタザピン

ドスレピン＊ ミルナシプラン

トラゾドン ロフェプラミン＊

トリミプラミン＊

消化管機能改善薬
イトプリド メトクロプラミド＊

ドンペリドン

口腔乾燥を引き起こす
可能性がある薬剤一覧６

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン
受容体作動薬）

アルプラゾラム ニトラゼパム

エスゾピクロン ハロキサゾラム

エスタゾラム フルジアゼパム

エチゾラム フルタゾラム

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロチアゼパム ブロマゼパム

クロラゼプ ミダゾラム

クロルジアゼポキシド メキサゾラム

ジアゼパム メダゼパム

ゾピクロン リルマザホン

ゾルピデム ロフラゼプ

トフィソパム ロラゼパム

トリアゾラム ロルメタゼパム

筋弛緩薬

アフロクアロン チザニジン

エペリゾン バクロフェン

クロルフェネシン メトカルバモール

ダントロレンナトリウム

利尿薬
アゾセミド ヒドロクロロチアジド

トラセミド フロセミド

トリクロルメチアジド ベンチルヒドロクロロチアジド

抗がん剤 すべての内服抗がん剤

６
　

口
腔
乾
燥
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
薬
剤
一
覧

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗コリン薬

d-クロルフェニラミン＊ チオトロピウム＊

N-メチルスコポラミン チキジウム

アクリジニウム＊ チザニジン

アコチアミド チメピジウム

アトロピン ドスレピン*

アミトリプチリン＊ トリヘキシフェニジル

アモキサピン＊ トリミプラミン＊

アリメマジン＊ トルテロジン

イプラトロピウム トロピカミド

イミダフェナシン ニザチジン＊

イミプラミン＊ ノルトリプチリン＊

ウメクリジニウム＊ パロキセチン

オキシブチニン ヒドロキシジン＊

オランザピン＊ ビペリデン

グリコピロニウムトシル酸 ピペリデン塩酸塩

グリコピロニウム＊ ピペリドレート

クレマスチン＊ ピレンゼピン

クロザピン＊ ピロヘプチン

クロミプラミン＊ ファモチジン＊

クロルプロマジンフェノールフタリン酸 フェソテロジン

クロルプロマジン＊ ブチルスコポラミン

コハク酸ソリフェナシン ブトロピウム

シクロペントラート フルフェナジン

ジソピラミド プロクロルペラジンマレイン酸＊

ジフェンヒドラミン＊ プロクロルペラジンメシル酸＊

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム＊ プロパンテリン

シプロヘプタジン＊ プロピベリン

シメチジン＊ プロペリシアジン

プロメタジン＊ メペンゾラート

ペルフェナジン ラフチジン＊

ペルフェナジンフェンジゾ酸 レボメプロマジン＊

ペルフェナジンマレイン酸 ロキサチジン＊

ホモクロルシクリジン＊ ロフェプラミン＊

メトクロプラミド＊

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗ヒスタミン薬
（第一世代のみ）

d-クロルフェニラミン＊ シプロヘプタジン＊

アリメマジン＊ ヒドロキシジン＊

クレマスチン＊ プロメタジン＊

ジフェンヒドラミン＊ ホモクロルシクリジン＊

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム＊

ヒスタミンH2
受容体拮抗薬

シメチジン＊ ラフチジン＊

ニザチジン＊ ロキサチジン＊

ファモチジン＊

吸入抗コリン薬
アクリジニウム＊ グリコピロニウム＊

ウメクリジニウム＊ チオトロピウム＊

抗不整脈薬

アテノロール ピルメノール

アプリンジン ピンドロール

アミオダロン ブフェトロール

アロチノロール フレカイニド

カルテオロール プロカインアミド

キニジン プロパフェノン

ジゴキシン プロプラノロール

ジソピラミド ベプリジル

シベンゾリン ベラパミル

ジルチアゼム メキシレチン

ナドロール メチルジゴキシン

ビソプロロール メトプロロール

ピルシカイニド

６
　

口
腔
乾
燥
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
薬
剤
一
覧

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗うつ薬
（三環系）

アミトリプチリン ドスレピン

アモキサピン トリミプラミン

イミプラミン ノルトリプチリン

クロミプラミン ロフェプラミン

過活動膀胱治療薬
（ムスカリン受容体拮抗薬）

イミダフェナシン フェソテロジン

オキシブチニン プロパンテリン

ソリフェナシン プロピベリン

トルテロジン

腸管鎮痙薬 アトロピン ブチルスコポラミン

抗ヒスタミン薬
（第一世代のみ）

d-クロルフェニラミン シプロヘプタジン

アリメマジン ヒドロキシジン

クレマスチン プロメタジン

ジフェンヒドラミン ホモクロルシクリジン

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム

抗精神病薬
（フェノチアジン系）

フルフェナジン ペルフェナジン

プロクロルペラジン レボメプロマジン

プロペリシアジン

降圧薬
（α遮断薬）

ウラピジル ニセルゴリン

テラゾシン ブナゾシン

ドキサゾシン プラゾシン

排尿障害を引き起こす
可能性がある薬剤一覧７

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン
受容体作動薬）

アルプラゾラム ハロキサゾラム

エスゾピクロン フルジアゼパム

エスタゾラム フルタゾラム

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロラゼプ ブロマゼパム

クロルジアゼポキシド ミダゾラム

ジアゼパム メキサゾラム

ゾピクロン メダゼパム

ゾルピデム リルマザホン

トフィソパム ロフラゼプ

トリアゾラム ロラゼパム

ニトラゼパム ロルメタゼパム

その他 トリヘキシフェニジル

７
　

排
尿
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
薬
剤
一
覧

＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

制吐薬
オンダンセトロン パロノセトロン

グラニセトロン ラモセトロン

抗コリン薬

d-クロルフェニラミン シプロヘプタジン

N-メチルスコポラミン シメチジン

アクリジニウム ソリフェナシン

アコチアミド チオトロピウム

アトロピン チキジウム

アミトリプチリン＊ チザニジン

アモキサピン＊ チメピジウム

アリメマジン ドスレピン＊

イプラトロピウム トリヘキシフェニジル

イミダフェナシン トリミプラミン＊

イミプラミン＊ トルテロジン

ウメクリジニウム トロピカミド

オキシブチニン ニザチジン

オランザピン ノルトリプチリン＊

グリコピロニウムトシル酸 パロキセチン

グリコピロニウム ヒドロキシジン

クレマスチン ビペリデン

クロザピン ビペリデン塩酸塩

クロミプラミン＊ ピペリドレート

クロルプロマジンフェノールフタリン酸 ピレンゼピン

クロルプロマジン ピロヘプチン

シクロペントラート ファモチジン

ジソピラミド フェソテロジン

ジフェンヒドラミン ブチルスコポラミン

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム ブトロピウム

便秘を引き起こす
可能性がある薬剤一覧８

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗コリン薬

フルフェナジン ペルフェナジンマレイン酸

プロクロルペラジンマレイン酸＊ ホモクロルシクリジン

プロクロルペラジンメシル酸＊ メトクロプラミド

プロパンテリン メペンゾラート

プロピベリン ラフチジン

プロペリシアジン レボメプロマジン＊

プロメタジン ロキサチジン

ペルフェナジン ロフェプラミン＊

ペルフェナジンフェンジゾ酸

抗精神病薬
フルフェナジン プロペリシアジン

プロクロルペラジンマレイン酸＊ ペルフェナジン

プロクロルペラジンメシル酸＊ レボメプロマジン＊

抗うつ薬
（三環系）

アミトリプチリン＊ ドスレピン＊

アモキサピン＊ トリミプラミン＊

イミプラミン＊ ノルトリプチリン＊

クロミプラミン＊ ロフェプラミン＊

パーキンソン病治療薬
（ドパミン補充薬・
ドパミン受容体作動薬）

カベルゴリン ルラシドン

プラミペキソール レボドパ

ブロモクリプチン ロチゴチン

ペルゴリドメシル酸 ロピニロール

オピオイド
オキシコドン フェンタニル

コデイン モルヒネ

トラマドール

化学療法薬
シクロホスファミド ビンクリスチン

パクリタキセル ビンデシン

循環器作用薬
アミオダロン ベラパミル

ニフェジピン

利尿薬
（高アルドステロン薬・

ループ利尿薬）

アゾセミド トラセミド

エサキセレノン フィネレノン

エプレレノン フロセミド

スピロノラクトン

制酸薬 水酸化アルミニウムゲル スクラルファート

８
　

便
秘
を
引
き
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す
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能
性
が
あ
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＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

吸着薬、
陰イオン交換樹脂、
脂質異常症薬

（胆汁酸吸着薬）

コレスチラミン ポリスチレンスルホン酸カルシウム

セベラマー ポリスチレンスルホン酸ナトリウム

沈降炭酸カルシウム

止痢薬 ロペラミド

鉄剤 フマル酸第一鉄

NSAIDs イブプロフェン

＊分類が複数にわたる医薬品
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９．１　　過鎮静

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

降圧薬
（中枢性降圧薬）

グアナベンズ メチルドパ

クロニジン

降圧薬
（αβ遮断薬） アロチノロール カルベジロール

降圧薬
（α遮断薬）

ウラピジル ニセルゴリン

テラゾシン ブナゾシン

ドキサゾシン プラゾシン

抗ヒスタミン薬
（第一世代のみ）

d-クロルフェニラミン シプロヘプタジン

アリメマジン ヒドロキシジン

クレマスチン プロメタジン

ジフェンヒドラミン ホモクロルシクリジン

ジフェンヒドラミン・臭化カルシウム

睡眠薬・抗不安薬
（ベンゾジアゼピン作動薬）

アルプラゾラム ハロキサゾラム

エスゾピクロン フルジアゼパム

エスタゾラム フルタゾラム

オキサゾラム フルニトラゼパム

クアゼパム フルラゼパム

クロキサゾラム ブロチゾラム

クロラゼプ ブロマゼパム

クロルジアゼポキシド ミダゾラム＊

ジアゼパム＊ メキサゾラム

ゾピクロン メダゼパム

ゾルピデム リルマザホン

トフィソパム ロフラゼプ酸エチル

トリアゾラム ロラゼパム

ニトラゼパム＊ ロルメタゼパム

睡眠障害を引き起こす
可能性がある薬剤一覧９

９
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＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

抗うつ薬

アミトリプチリン ノルトリプチリン

アモキサピン パロキセチン

イミプラミン フルボキサミン

エスシタロプラムシュウ酸 ベンラファキシン

クロミプラミン ボルチオキセチン

セチプチリン マプロチリン

セルトラリン ミアンセリン

デュロキセチン ミルタザピン

ドスレピン ミルナシプラン

トラゾドン ロフェプラミン

トリミプラミン

抗精神病薬

アセナピン パリペリドンパルミチン酸エステル

アリピプラゾール ハロペリドール

アリピプラゾール水和物 ハロペリドールデカン酸エステル

オランザピン フルフェナジン

クエチアピン ブレクスピプラゾール

クロザピン プロクロルペラジンマレイン酸

クロルプロマジン プロクロルペラジンメシル酸

スルピリド ブロナンセリン

ゾテピン ブロムペリドール

チアプリド ペロスピロン

ドロペリドール リスペリドン

パリペリドン レボメプロマジン

＊分類が複数にわたる医薬品
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分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

てんかん治療薬

アセチルフェネトライド バルプロ酸ナトリウム

エトスクシミド ビガバトリン

エトトイン フェニトイン

ガバペンチン フェノバルビタール

カルバマゼピン フェンフルラミン

クロナゼパム プリミドン

クロバザム ペランパネル

ジアゼパム＊ ホスフェニトイン

スチリペントール ミダゾラム＊

スルチアム ラコサミド

ゾニサミド ラモトリギン

トピラマート ルフィナミド

トリメタジオン レベチラセタム

ニトラゼパム＊

認知症治療薬 メマンチン塩酸塩

鎮痛治療薬
オキシコドン フェンタニル

コデイン プレガバリン

トラマドール モルヒネ

双極性障害治療薬 炭酸リチウム

９
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＊分類が複数にわたる医薬品
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在宅医療で遭遇しやすい薬剤起因性老年症候群の原因薬の一覧

９．２　　不眠

分類 薬剤（一般名） 薬剤（一般名）

パーキンソン病治療薬

アポモルヒネ プラミペキソール

アマンタジン プロメタジン

イストラデフィリン ブロモクリプチン

エンタカポン ペルゴリド

オピカポン ホスレボドパ・ホスカルビドパ

カベルゴリン マザチコール

カルビドパ・レボドパ・エンタカポン ラサギリン

サフィナミド レボドパ

セレギリン レボドパ・カルビドパ

トリヘキシフェニジル レボドパ・ベンセラジド

ドロキシドパ ロチゴチン

ビペリデン ロピニロール

ピロヘプチン

ステロイド薬

コルチゾン フルドロコルチゾン

デキサメタゾン プレドニゾロン

トリアムシノロン ベタメタゾン

ヒドロコルチゾン メチルプレドニゾロン

ブデソニド

抗うつ薬
（SSRI・SNRI）

エスシタロプラム フルボキサミン

セルトラリン ベンラファキシン

デュロキセチン ミルナシプラン

パロキセチン

気管支拡張薬
アミノフィリン テオフィリン

ジプロフィリン プロキシフィリン

インターフェロン
インターフェロンアルファ インターフェロンベータ

インターフェロンガンマ

＊分類が複数にわたる医薬品
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